
1 大平町地域協議会だより

各
種
団
体
等
と
の
懇
談
会
（
意
見
交
換
会
）

★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載してあります。

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、市
長
に
対
す
る

意
見
書
提
出
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、大
平
町
地
域
協
議
会
研
究
会
が
各
種

団
体
等
と
懇
談
会（
意
見
交
換
会
）を
行
い
ま

し
た
。　

　
商
工
会
や
富
田
地
区
中
心
市
街
地
商
業

振
興
会
、各
小
中
学
校
等
の
各
種
団
体
の
生

の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、意
見
書
作
成
に

向
け
た
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

※

意
見
書
は
、地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、毎
年
１
回
、来
年
度
の
予
算
編
成
に
間
に
合

わ
せ
る
よ
う
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

地域協議会だより地域協議会だより
2012年
9月
第22号

2012年
9月
第22号

地域自治交流会の冒頭、鈴木市長に
意見書を手渡す柴田会長
（詳細は２、４Ｐに掲載）
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①
大
平
地
域
内
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

　　
台
風
等
の
大
雨
時
に
地
域
住
民
を
悩

ま
せ
る
川
連
・
牛
久
地
内
の
水
害
に
関

し
て
、
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
専

門
的
調
査
を
行
い
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
く
整
備
計
画
を
作
成
の
う
え
で

抜
本
的
な
被
害
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
河
川
増
水
時
に
は
永
野
川
へ

の
排
水
が
出
来
な
く
な
り
、
大
規
模
な

浸
水
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

強
制
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て
も
、

併
せ
て
要
望
し
ま
し
た
。

②
小
中
学
校
関
係
予
算
の
充
実
に
つ
い
て

　
合
併
以
前
の
旧
大
平
町
で
は
、
学
校

教
育
予
算
に
よ
り
多
く
の
配
分
を
行
い
、

高
い
教
育
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
合
併
後
は
、
教
育
現
場
で
使
え

る
予
算
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
予
算
に
限
っ
て
は
、
よ
り

高
い
水
準
に
合
わ
せ
、
教
育
水
準
の
維

持
・
向
上
に
努
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
、

学
校
教
育
予
算
の
充
実
等
を
要
望
し
ま

し
た
。

１
．
各
小
中
学
校
予
算
の
か
さ
上
げ

２
．
電
子
黒
板
や
大
型
テ
レ
ビ
の
設
置

　
　
等
Ｉ
Ｔ
教
育
の
推
進

３
．
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

４
．
高
木
剪
定
・
遊
具
等
の
危
険
個
所

　
　
改
善

③
市
内
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
全
国
各
地
で
自
動
車
が
歩
道
に
突
っ

込
み
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
故
が
立

て
続
け
に
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
安
全
対
策
を
見
直
す
必
要
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
作
成
中
の
道
路
整
備

計
画
に
、
自
動
車
等
の
通
行
量
の
多
い

道
路
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
易
い
道
路
等
の

安
全
対
策
強
化
策
を
盛
り
込
む
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
県
道
蛭
沼
川
連
線
に
つ
い
て

は
、
拡
幅
と
併
せ
、
歩
道
幅
の
均
一
化

及
び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
等
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
路
線
歩
道
は
傷
み
が
激

し
い
た
め
、
当

面
は
歩
道
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に

万
全
を
期
す
る

こ
と
を
県
へ
働

き
か
け
て
い
た

だ
く
よ
う
、
併

せ
て
要
望
し
ま

し
た
。

④
合
併
後
調
整
案
件
の
段
階
的
措
置
等

　
の
要
望
に
つ
い
て

　
各
種
事
業
等
の
合
併
後
の
調
整
に
つ

い
て
、
市
民
が
受
け
ら
れ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
統
一
化
・
均
一
化
し
、
公
平
性

の
担
保
や
合
理
化
し
て
行
く
事
は
当
然

の
流
れ
と
し
て
認
識
し
て
は
い
る
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て
き
た
サ
ー

ビ
ス
が
な
く
な
る
当
事
者
に
す
る
と
不

満
感
が
残
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
旧
市
町
で
実
施
し
て
き
た

事
業
等
の
経
緯
や
意
義
、
地
域
の
独
自

性
を
考
慮
し
、
拙
速
に
方
向
性
を
出
す

こ
と
な
く
、
時
限
的
な
措
置
や
段
階
的

な
措
置
を
取
る
と
と
と
も
に
、
事
業
の

取
捨
選
択
で
は
な
く
新
た
な
事
業
ス

キ
ー
ム
の
構
築
に
よ
る
調
整
を
行
う
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

第
4
回（
7
月
20
日
）

　
　
大
平
町
地
域
協
議
会

●
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
趣
旨

　
栃
木
市
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査
の

報
告
書
を
踏
ま
え
、
次
の
４
つ
の
交
通

体
系
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。

①
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
や一
体
化
に

　
資
す
る
交
通
体
系

②
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
交
通

　
体
系

③
企
業
活
動
を
支
え
る
交
通
体
系

④
観
光
振
興
を
推
進
す
る
交
通
体
系

●
主
な
策
定
内
容

①
総
合
都
市
交
通
体
系
の
基
本
計
画

②
実
現
化
に
向
け
て
の
取
組
み
方
針

●
計
画
決
定
の
時
期

　
平
成
25
年
３
月

《
報
告
事
項
》

都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
策
定
に
つ
い
て

【
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
】

▲東小学校の高木

意
見
書
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、班
ご
と
に
分
か
れ
て
議

論
し
て
き
た
地
域
の
課
題
を
ま
と
め

た
意
見
書
を
、９
月
１
日
の
地
域
自
治

交
流
会
で
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

▲

道
幅
の
違
う
歩
道



3 大平町地域協議会だより

平成 24年 9月 第 22号

《
報
告
事
項
》

　
本
年
８
月
１
日
に
旧
福
田
屋
百
貨
店

栃
木
店
の
土
地
・
建
物
の
引
渡
し
が
完

了
し
、
現
在
、
平
成
26
年
2
月
10
日
の

新
市
庁
舎
開
庁
に
向
け
て
、
基
本
設
計

等
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
市
庁
舎
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

①
市
民
に
や
さ
し
い
市
役
所

　

(

１)

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

(

２)

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

(

３)

執
務
環
境

②
市
民
に
開
か
れ
た
市
役
所

　

(

１)

憩
い
の
場

　

(

２)

集
い
の
場

　

(

３)

情
報
提
供
、
発
信

③
拠
点
と
な
る
市
役
所

　

(

１)

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

　

(

２)

防
災
拠
点

　

(

３)

観
光
拠
点

④
プ
ラ
ス
の
市
役
所

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
必
要
な
こ
と

　
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
く

●
配
置
計
画
案

【
１
階
】商
業
施
設
、市
民
開
放
ス
ペ
ー

　
　
　

 

ス
、喫
茶
店
等

【
２
階
】生
活
環
境
部
、保
健
福
祉
部
、理 

　
　
　

 

財
部
、産
業
振
興
部

【
３
階
】市
長・副
市
長
室
、総
合
政
策　

　
　
　

部
、総
務
部
、都
市
建
設
部
、

　
　
　

上
下
水
道
部
、大
会
議
室

【
４
階
】 

教
育
委
員
会
、議
会
関
係

【
５
階
】 

事
務
室
、会
議
室

【
６
階
】 

職
員
の
休
憩
ス
ペー
ス
等

   

従
来
の
修
繕
方
法
か
ら
、
予
防
的
な

修
繕
及
び
計
画
的
な
架
替
え
へ
と
管
理

手
法
を
転
換
し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
予

算
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
・
信

頼
性
の
確
保
を
目
的
に
策
定
し
ま
す
。

●
主
な
策
定
内
容

①
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
目
的

②
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
対
象
橋
梁

③
健
全
度
の
把
握
及
び
日
常
的
な
維
持 

　
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

④
対
象
橋
梁
の
長
寿
命
化
及
び
修
繕
・

　
架
替
え
に
係
る
費
用
の
縮
減
に
関
す

　
る
基
本
的
な
方
針

⑤
対
象
橋
梁
の
次
回
点
検
時
期
及
び
修

　
繕
内
容
・
時
期
又
は
架
替
時
期

⑥
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
よ
る
効
果

●
計
画
決
定
の
時
期
　
平
成
25
年
３
月

栃
木
市
役
所
新
庁
舎
の

　
　
　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

【
総
合
政
策
部
ま
ち
な
か
土
地
利
用
推
進
室
】

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

第
5
回（
8
月
21
日
）

　
　
大
平
町
地
域
協
議
会

　
耐
震
化
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
延
長

や
、文
部
科
学
省
の
方
針
を
踏
ま
え
、本
市

で
も
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
耐
震
化
を
完

了
さ
せ
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

※

大
平
地
域
の
各
小
中
学
校
の
耐
震

　
　
化
計
画
を
表
２
に
示
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス（
部
屋
線
）の

運
行
内
容
見
直
し
等
に
つ
い
て

【
生
活
環
境
部
交
通
防
犯
課
】

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

　
　
　
　
　
　
策
定
に
つ
い
て

【
都
市
建
設
部
維
持
管
理
課
】

●
部
屋
線
の
試
行
運
行
内
容
見
直
し

①
部
屋
出
張
所
〜
渡
良
瀬
の
里
〜
藤
岡

　
駅
へ
の
運
行
ル
ー
ト
新
設
に
つ
い
て

②
下
皆
川
東
停
留
所
の
移
設
に
つ
い
て

③
三
立
工
業
〜
JR
大
平
下
駅
間
の
運
行

　
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て

④
運
行
ダ
イ
ヤ
の
全
面
改
正
に
つ
い
て

●
実
施
時
期
　
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら

　

※

利
用
実
績
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

寺尾線
市街地循環線
市街地北部循環線
部屋線
真名子線
金崎線
大宮国府線
皆川樋ノ口線
藤岡線

表1　ふれあいバスの利用実績（平成24年4月～6月）

表2　大 平 地 域 の 耐 震 化 計 画

運行ルート 累計利用
者数

1日当たり
平均利用者数

1便当たり
平均利用者数

（単位：人）

11,338
5,692
7,898
9,636
3,381
1,427
1,257
1,793
2,538

124.6
62.5
86.8
105.9
37.2
15.7
13.8
19.7
27.9

6.6
5.2
7.2
5.6
2.0
1.2
1.0
1.2
1.5

学校名 　　　　建物種別　　　24年度　25年度　26年度　27年度
大平東小学校
大平南小学校
大平中央小学校
大平南小学校
大平中学校
大平中学校
大平中学校

屋内運動場
屋内運動場
屋内運動場
校舎2棟（北・南）
校舎2棟（管理・教室）
校舎（技術）
屋内運動場

[補強]
[補強]

[補強]
[補強]

[補強]
[改築H26～27]
[改築H26～27]

耐震化予定棟数  耐震化率見込 2棟 72％ 1棟 76％ -棟 76％ 6棟 100％
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今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
7
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
10
月
16
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
8
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
11
月
20
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】 

大
平
総
合
支
所 

　
　
　
　
　
　
　
別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方

　
　
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

　
　
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

大平町地域協議会だより
　　　　　　　　―第22号―
　　平成 24年 9月20日発行

発行　大平町地域協議会研究会
〒329-4492 栃木市大平町富田558番地
大平総合支所地域まちづくり課
（電話）0282-43-9205
（FAX）0282-43-8818
（E-mail）o-chiiki@city.tochigi.lg.jp

  　
協
議
会
か
ら
の
意
見
に
対
し
、担
当
課
か

ら
次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
基
本
計
画（
素
案
）に
つい
て

◎
地
域
協
議
会

　
『
道
路
網
図
及
び
都
市
計
画
図
等
の　

　
図
面
を
市
民
が
見
て
分
か
り
易
い
も
の

　
に
改
め
ら
れ
た
い
』

●
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課

　
『
住
民
の
方
が
分
か
り
易
い
よ
う
に
修
正

　
し
ま
す
』

使
用
料
の
改
定
に
つい
て

◎
地
域
協
議
会

　
『
利
用
者
は
、お
客
様
で
あ
る
こ
と
を
認
識

　
し
、適
切
な
接
客
対
応
を
心
が
け
る
こ
と
』

　
『
一
部
体
育
施
設
に
お
い
て
、大
部
分
が
関
係

　
団
体
に
よ
り
抑
え
ら
れ
、一
般
利
用
者
が
利

　
用
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
見
受
け

　
ら
れ
る
の
で
、適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
』

●
総
合
政
策
部
財
政
課

　
『
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
、き
め
細
か
な

　
接
客
対
応
を
行
い
ま
す
』

　
『
関
係
団
体
に
は
、必
要
以
上
に
施
設
の

　
予
約
を
行
わ
な
い
よ
う
指
導
し
て
お
り

　
ま
す
。ま
た
、使
用
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か

　
に
な
っ
た
場
合
、予
約
取
消
し
を
行
い
、一

　
般
利
用
者
に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
配

　
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
』

　
９
月
１
日（
土
）、大
平
公
民
館
を
会
場

に『
平
成
24
年
度
地
域
自
治
交
流
会
』が
開

催
さ
れ
、大
平
、藤
岡
、都
賀
、西
方
の
地
域

協
議
会
と
栃
木
地
域
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
委
員
が一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、各
地
域
協
議
会
と
委
員
会

の
会
長
が
、こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
地
域

の
課
題
に
関
す
る
意
見
書
を
鈴
木
市
長
へ

手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、各
地
域
の
良
い
と
こ
ろ（
地
域

資
源
）を
発
表
し
た
の
に
続
き
、各
委
員
が

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
渡
良

瀬
遊
水
地
を
広
く
周
知
し
た
方
が
良
い
」と

い
う
意
見
や
、「
委
員
自
ら
が
他
地
域
の
良

い
と
こ
ろ
を
知
り
、市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

べ
き
」等
の
意
見
が
だ
さ
れ
、課
題
の
共
有

や
今
後
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
地
域
協
議
会
の
付
帯
意
見

　
　
　
に
対
す
る
市
の
回
答
》

平成24年度地域自治交流会 開催

▲

地
域
資
源
発
表
の
様
子

▲

挨
拶
を
す
る
鈴
木
市
長


